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情報教育の位置づけのために情報教育の位置づけのために

ソフトウェア
現場における情報教育，教育情報化の推進
カリキュラム作成，授業の改善

ハードウェア
教育ネットワーク整備
教育メディア環境の整備…等
インフラの整備

ミドルウェア・ＯＳ
コーディネートする人材



理念と現実理念と現実

制度的裏付けは、まだこれから

先進的な配置・実践地域がすでに存在

現在は教育情報化コーディネータの

本格的普及の直前 ＝ 過渡期

価値価値 ＝＝ 先駆的事例の分析は先駆的事例の分析は

本格的な本格的なITCEITCE配置普及期における配置普及期における
貴重な知見となる貴重な知見となる



コーディネータとしての現実的課題コーディネータとしての現実的課題

役割が未分化→行政や現場の理解を得るには？

現場の実態… 進むインフラ整備
But スキルや意識の格差

↓

地域間・学校間・

指導者間の格差

行政への対応行政への対応をどうすべきか？をどうすべきか？
コーディネータとしてコーディネータとして役割や権限役割や権限はどうあるべきか？はどうあるべきか？

学校現場学校現場との対応はとの対応は
どうあるべきか？どうあるべきか？
情報教育推進の重点情報教育推進の重点はは
どこに置くべきか？どこに置くべきか？



コーディネータ活動の二事例コーディネータ活動の二事例

I 県K市 M氏
明確なビジョンを持
ち地域の情報化に取
り組み始めたコー
ディネータの事例と
して

T県M郡 N氏
自治体の枠を超え
たコーディネータ
配置を実現した先
進的地域の事例と
して



①①活動の背景と課題

平成１２年度より郡と
県の合意により地区の
小学校教諭から抜擢。
情報加配教諭身分のま
ま、地域指導にあたる。
担当学校数 約６０校

活動の背景と課題
T県N氏 I県M氏

平成１４年度より、
K市教育センターに
指導主事として、抜
擢。小学校教諭から
転任。 担当学校数
約４０校

地域の地域の情報教育情報教育を統括するを統括する
コーディネータコーディネータとしてのとしての
地域・行政からの地域・行政からの期待大期待大



②②行政への対応行政への対応
T県N氏 I県M氏

将来的な教育ネット将来的な教育ネット
ワークインフラ整備ワークインフラ整備
のビジョン策定のビジョン策定

現行教育ネットワーク
指定期限迫る。
次期構想策定と予算措
置獲得アピール

現行教育ネットワーク現行教育ネットワーク
インフラの維持管理インフラの維持管理

•教育ネットワークセン
ター運営
•担当地域・学校のネッ
トワーク整備、維持管理

共通点共通点



②②行政への対応行政への対応

行政のニーズの把握

情報ネットワークの整備・管理

教育の情報化・情報教育の推進

活動成果の積極的なアピール

行政への成果アピールは

次の活動への支援・予算確保を意味

行政・教委の行政・教委の
ニーズの把握ニーズの把握
成果のアピール成果のアピール

コーディネータコーディネータ
活動への理解活動への理解をを
引き出す引き出す

上部情報上部情報のの
的確な把握的確な把握
発言力発言力の確保の確保

情報化情報化
情報教育の情報教育の推進推進



③③学校現場との対応学校現場との対応
T県N氏 I県M氏

センター研修講座のセンター研修講座の
拡充と充実拡充と充実

希望者全員に対応できる
研修講座計画

地域の実践リーダーを研修
講師に（リーダー育成）

現場支援の徹底現場支援の徹底
（授業・技術支援）（授業・技術支援）

出前活動でネットワークの
メンテナンス、
トラブルシュート
授業のサポート
（事前準備、TT等）

現場支援体制の確立努力現場支援体制の確立努力
ヘルプデスクの活用
緊急雇用ITアドバイザの
配置要請と活用

学校リーダのスキルアップ
専門家による機器保守管理体

制を重視共通点共通点



③③学校現場への対応学校現場への対応

学校現場の状況の正確な把握

頻繁な学校訪問

（年間1400時間、１学期に70回…）
対応の速さと的確さ

学校現場のニーズへの対応

情報教育推進の環境作り

情報化の推進

現場からの信頼現場からの信頼

教員の本務外の教員の本務外の
負担軽減負担軽減

かゆいところにかゆいところに
手が届く手が届くサポートサポート

コーディネータコーディネータ
活動への活動への信頼と理解信頼と理解

V1V1・・V2V2



③③情報教育推進の重点情報教育推進の重点

各地区の各地区の
実践リーダー集団の育成実践リーダー集団の育成

地区ごとのコアメンバーの選出

複数の情報教育プロジェクト
立ち上げ

県管轄のプロジェクトへの推薦
地区リーダー要請に優先対応

I県M氏T県N氏

本格的な本格的なITCeITCe制度の制度の
普及への期待普及への期待

自らITCe２級資格を取得

校内推進リーダー（ITCe３級
レベル）の育成の公的な保証
を希望し、各方面にアピール

共通点共通点



④④情報教育推進の重点情報教育推進の重点

地域情報教育サークルを主宰

地区の実践的・技術的リーダーの

育成を目指して…
TTによる授業支援

授業研究会で助言

「広める」「広める」
指導者の育成指導者の育成

正しい情報教育正しい情報教育
の認識との認識と
実践のできる実践のできる
リーダー集団リーダー集団
作り作り



⑤⑤コーディネータとしてのコーディネータとしての
資質・権限資質・権限

指導主事としての権限指導主事としての権限
の重要性の重要性

県レベル会議への出席が可
能

市の行政組織への要請・陳
情が容易なポジション

最新の情報教育トレン最新の情報教育トレン
ドをつかむ自己研修ドをつかむ自己研修

広く国内の情報教育研修会
に積極的に参加

情報教育の全国プロジェク
トへの積極的参画
V3V3

教科指導主事兼任教科指導主事兼任
の時間的負荷の時間的負荷

I県M氏T県N氏

共通点共通点



⑤⑤ コーディネータとしての資質・権限コーディネータとしての資質・権限

情報収集のために情報収集のために
行政，教育委員会、管理職との意志の疎通を重視

問題へ柔軟な対応のために問題へ柔軟な対応のために
学校現場への頻繁な訪問、対応

教員出身コーディネータとしての利点教員出身コーディネータとしての利点
学校現場の実情の的確な把握
授業指導に関する知見の蓄積

活動の活動の
柔軟性と専門性柔軟性と専門性

コーディネータコーディネータ
としてのとしての
バランス感覚のバランス感覚の
重視重視

過渡期の
現状から



制度化への動き制度化への動き

2001年度よりＪＡＰＥＴによる検定試験
制度スタート

3級→学校におけるリーダ資質
2級→自治体レベルのリーダ資質
1級→全国レベルのリーダ資質

資格取得者の増加
3級…350名余 2級…70名余
1級…検定未実施（2級実務経験者から選抜）



ITCe2級2次検定の実際

今年度の2次試験課題より … 資料参照
ある小学校の情報化

利用度の低い既存のコンピュータ20台余

職員「使い方がわからない」「授業？」

空き教室への多様な利用形態を想定したコン
ピュータ環境の新規導入を提案せよ！

予算は300万円（実売ベース）

企画書・予算書・企画プレゼン作成＆VTR撮影

面接による口頭試問…



Windowsサーバ
導入

新PC室のイン
フラ整備

MSスクールアグ
リーメント契約

新PC室のマ
ルチパーパス
化

職員研修（教育
の情報化）

職員研修（情報
教育推進）

既存PC室の利
用形態の提案

★1「パソコンの
使い方がわか
らない」

○ノート10台当
面は職員兼用

◎ソフトウェア環
境と統一による
OJT促進

◎研修講座（利
用教育）

★2「パソコン
を利用した授
業に具体的な
イメージがわ
かない」

○調べ、まと
め、伝える授業
形態への対応
○交流学習対
応

◎プロジェクタ
利用、外部教
材リソース利
用

◎元吉原小、
暁小カリキュラ
ム

★3「自分の
持っているパソ
コンとソフトが違
う」

○機種の差異
を吸収できる
サーバOS

◎ソフト統一に
よるMAC,WINの
相違の吸収

★4 PC室が
使われていな
い、鍵がか
かっている→
利用イメージ
を！

◎休み時間の
開放
◎児童PCリテ
ラシーアップの
ためのドリル
的ソフト等導
入

★5 新PC室
→マルチな利
用イメージ、図
書館との連携
を考慮

○テレビ会議
ソフトとハード
○無線LAN対
応

◎隣室図書館
との連携、役
割分担（書
架、図書分類
と移動）
○移動机配置
による柔軟な
空間利用

○同左

★6 次年度要
求

○職員用PCの
導入→教育の
情報化対応

○ライセンス継続
予算

○消耗品費

○情報教育アド
バイザ獲得
○リテラシー
アップ講座

○ＩＴＣｅによる
継続的な研修
開催



検定評価観点

（１）全体構想・企画力（主として提案書）

（２）説明・表現（主としてプレゼンテーション）

（３）対応・知識。経験（主として面接）

（4）総合判定

各項目 A～Dで判定 B以上で規準クリア



学校現場を支える
教育情報化コーディィネータの役割と

ITCe検定の実際～

ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。

金沢大学研究生

野々市小学校 正來 洋


	学校現場を支える教育情報化コーディィネータの役割とITCe検定の実際～
	情報教育の位置づけのために
	理念と現実
	コーディネータとしての現実的課題
	コーディネータ活動の二事例
	①活動の背景と課題
	②行政への対応
	②行政への対応
	③学校現場との対応
	③学校現場への対応
	③情報教育推進の重点
	④情報教育推進の重点
	⑤コーディネータとしての資質・権限
	⑤ コーディネータとしての資質・権限
	制度化への動き
	ITCe2級2次検定の実際
	検定評価観点
	学校現場を支える教育情報化コーディィネータの役割とITCe検定の実際～

